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とした点にある。論文は、序論 1 章、本論 7 章、結論から構成されている。  
 第 1 章では序論として、研究の背景と目的ならびに対象と方法を示した。その
過程で設計技術史の先行研究、中世から近世にかけての鎌倉大工の活動ならびに
本史料の筆録経緯を整理し、論点と史料の性格を明らかにした。  





















































































 第 8 章は各章にて解明しえた諸点を総合して結論としてまとめた。要点は次の
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